書式１：　事例に焦点を当てて（複数の教材を使って事例の成長を追った場合など）

〇〇〇〇〇〇(12-14ポイント)
－＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊－(11-12ポイント)
子どもの様子や取組の状況を、第三者がわかるように、あるいは真似できるように、具体的にお伝えください。
誰にでも当てはまるテーマは避け、対象や学習の特徴がわかるようなテーマにしてください。
不適切な例： 「Ａさんへの取り組み」 、適切な例： 「Ａさんが自ら物に手を伸ばすまで」
報告者：所属（職名）　○○○学校（教諭）
氏名 　 ○○　○○
【子どもの様子】　（例） ○さん（小５　女）　＊□で囲む。
      　基礎情報： 脳性麻痺による四肢体幹機能障害。抗てんかん薬服用。
　　　　食事： 鼻腔流動食１日３回。経口摂食の訓練を家庭で１日２回行っている。
　　　　動き： 背臥位で足をつっぱって移動する。足の裏や顔に触れられることを嫌がる。
よく動く右手を顔にもっていき、チューブを抜いてしまうことがある。
　　　　視覚： 強い光刺激にも反応があらわれにくい。
　　　　聴覚： 音の刺激には敏感であり、眼球を動かしたり、音のする方に顔を向けたりする。
１　事例の背景         テーマ設定に至った動機や背景を書く。
２　これまでの様子     取り組み以前の課題など。
３　学習（支援）の経過   実施した場所や時間、回数、教材の写真などを含める。
＊写真は文中に貼り付けてください。jpgで用意する必要があるときは、別途ご連絡致します。
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4　結果  事実をできるだけ具体的に書く。教材への取り組み方、対人行動や日常行動の変化、保護者や同僚の評価などを含める。
5　考察とまとめ        「結果」で書いた事実に基づき、気づきや解釈、強調点を書く。
6　文献　　            引用文献や参考文献は必ず書く。
＜文献の書き方＞
①著書の場合：著者名（発行年）：引用部分の表題、In：本の編者、書名、発行者、pp最初のページ-最後のページ
②雑誌論文の場合：著者名（発行年）：表題、雑誌名、巻、号、最初のページ-最後のページ
③コンマ（,）やピリオド（.）、コロン（：）、カッコの後には必ず半角スペースを入れる。

	　種類
	書き方の例

	著書全体
	木下康仁(2017): グラウンデットセオリー・アプローチの実践　質的研究への誘い. 弘文堂.

	分担執筆部分
	無藤隆(2003): 教育心理学の研究論文・著作物による貢献. In: 日本教育心理学会編　教育心理学ハンドブック. 有斐閣, 第３章, 第１節, pp.29-33.　
＊著書の場合、複数ページであればpp.をつける

	雑誌論文（著者３名）
	藤田一郎・田中宏喜・谷川久(2001): 腹側視覚経路における両眼視差と面の情報処理. Vision 13, 2, 87-91. ＊雑誌論文の場合、ppはつけない

	Webからの引用
	中央教育審議会(2016): 幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策について（答申） （平成28年12月）http://www.mext.go.jpb_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/･･･(2021年6月3日アクセス）


－書き方のコツ－
１）常にテーマを意識して、テーマからはずれないように書く。

２）教材の特性だけでなく、提示やほめ方のタイミング、教材と子どもとの空間関係等を示す。

３）参考にしたい人が真似できるように、回数やサイズ等できるだけ具体的な情報を記載する。

４）状況を想像しにくい抽象表現は避ける（✕寄り添う・理解する・心を込めて）

5)「かなり」「とても」「しっかり」「きちんと」等読み手によりイメージが異なる表現を避ける。
6) 事実と感想をごちゃまぜに書かない。「結果」には事実を。「考察とまとめ」には執筆者の気づきや考え、解釈を書く。

＜文中で図の位置が崩れないようにするための推奨設定＞


① 「挿入」→「テキストボックス」→「縦書きテキストボックスの描画」


②文中の入れたい場所に枠を作る→テキストボックスの枠を選択し、コマンド「テキストボックス」→�「文字列の折り返し」→「四角形」を選ぶ（周囲の文字が図の外側に押し出されます）。


③枠内にカーソルを置き、「挿入」→「画像」→「画像（P）…」を選択しコンピュータ内の画像を選ぶ。「テキストボックス」の枠線は残してください。
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図（jpgなど）





テキストボックス（枠線）
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